
安

倍

内

閣

は

、

5

月

14

日

臨

時

閣

議

を

開

催

し

、

「

平

和

安

全

法

制

整

備

法

」

と

「

国

際

平

和

支

援

法

」

の

2

法

案

を

閣

議

決

定

し

、

15

日

に

国

会

に

提

出

を

行

う

こ

と

を

決

定

し

た

。

「

平

和

安

全

法

制

整

備

法

」

は

既

存

の

海

外

派

兵

法

制

と

有

事

法

制

を

10

本

ま

と

め

て

改

定

す

る

も

の

で

あ

る

。そ

の

内

容

は

、

集

団

的

自

衛

権

の

法

制

化

を

は

じ

め

と

し

て

自

衛

隊

海

外

任

務

の

拡

大

な

ど

で

、

米

国

な

ど

他

国

が

武

力

攻

撃

を

受

け

た

場

合

の

事

態

対

処

法

や

周

辺

事

態

法

、

Ｐ

Ｋ

Ｏ

法

の

拡

大

、

更

に

は

任

務

の

追

加

と

し

て

他

国

軍

隊

防

護

や

邦

人

救

出

な

ど

が

あ

り

、

他

国

で

の

武

器

の

使

用

な

ど

も

含

ま

れ

て

い

る

。

ま

た

、

「

国

際

平

和

支

援

法

」

は

、

こ

れ

ま

で

ア

フ

ガ

ン

戦

争

や

イ

ラ

ク

戦

争

で

そ

れ

ぞ

れ

「

テ

ロ

特

措

法

」

や

「

イ

ラ

ク

特

措

法

」

と

い

う

個

別

の

時

限

立

法

で

対

応

し

て

た

も

の

を

恒

久

法

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

政

府

が

国

際

平

和

共

同

対

処

事

態

だ

と

認

定

す

れ

ば

、

自

衛

隊

が

海

外

に

出

て

、

他

国

の

軍

隊

に

協

力

支

援

活

動

の

名

目

で

武

器

弾

薬

の

提

供

な

ど

を

可

能

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

2

法

案

は

と

も

に

「

平

和

」

と

い

う

文

字

を

含

ん

で

い

る

も

の

の

ま

や

か

し

に

過

ぎ

ず

、

真

の

内

容

は

「

戦

争

」

法

案

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

日

本

は

、

前

の

戦

争

の

反

省

の

下

に

平

和

憲

法

を

作

り

上

げ

、

平

和

憲

法

の

下

で

70

年

間

、

戦

争

を

起

こ

さ

ず

、

国

際

貢

献

を

行

っ

て

き

た

。

し

か

し

、

安

倍

内

閣

は

、

昨

年

7

月

の

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

を

閣

議

決

定

し

、

4

月

に

は

日

米

防

衛

協

力

の

見

直

し

を

行

い

、

更

に

は

、

戦

争

法

案

を

国

会

へ

提

出

す

る

こ

と

を

決

定

し

た

。

憲

法

の

下

で

行

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

安

全

保

障

や

防

衛

に

関

す

る

政

策

を

閣

議

決

定

で

行

う

こ

と

は

、

憲

法

改

正

の

手

続

き

を

行

わ

ず

に

憲

法

を

変

更

す

る

に

等

し

い

蛮

行

で

あ

り

、

国

民

の

主

権

を

侵

害

し

、

民

主

主

義

を

破

壊

す

る

も

の

で

あ

る

。

国

鉄

労

働

組

合

は

、

綱

領

で

戦

争

に

反

対

し

、

ア

ジ

ア

と

世

界

の

平

和

を

目

指

し

て

闘

う

こ

と

を

掲

げ

た

労

働

組

合

で

あ

り

、

多

く

の

労

働

者

・

労

働

組

合

、

国

民

と

と

も

に

平

和

を

守

る

闘

い

を

続

け

て

き

た

。

我

々

は

、

こ

れ

ら

立

憲

主

義

を

根

本

か

ら

無

視

し

た

、

憲

法

違

反

の

行

為

を

断

じ

て

許

す

わ

け

に

は

い

か

な

い

。国

鉄

労

働

組

合

東

海

本

部

は

、

日

本

と

世

界

の

平

和

を

破

壊

す

る

「

戦

争

」

法

案

の

国

会

提

出

に

対

し

て

断

固

抗

議

し

、

「

戦

争

」

法

案

に

反

対

す

る

と

と

も

に

即

時

撤

回

を

強

く

求

め

る

も

の

で

あ

る

。

２

０

１

５

年

５

月

14

日

国

鉄

労

働

組

合

東

海

本

部

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

‐

15

‐

５

交

通

ビ

ル

４

階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

杉杉杉杉

本本本本

洋洋洋洋

一一一一

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

小小小小

山山山山

謙謙謙謙

二二二二
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ジ

ェ

イ

ア

ー

ル

東

海

バ

ス

会

社

は

４

月

27

日

、

春

闘

要

求

に

対

す

る

回

答

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

回

答

内

容

は

、

「

基

準

内

賃

金

を

定

期

昇

給

と

は

別

に

５

０

０

円

引

き

上

げ

る

」

（

標

準

乗

数

は

４

）

。

ま

た

、

並

行

し

て

交

渉

を

行

っ

て

き

た

夏

季

手

当

に

つ

い

て

は

２

・

65

カ

月

（

昨

年

と

同

月

数

）

と

い

う

も

の

で

す

。

国

労

は

、

要

求

額

か

ら

か

け

離

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

不

満

と

し

、

持

ち

帰

り

検

討

と

し

ま

し

た

が

、

翌

28

日

、

国

労

東

海

本

部

と

自

動

車

協

議

会

な

ど

関

係

機

関

と

議

論

を

行

い

、

「

会

社

は

経

営

状

況

を

勘

案

し

、

社

員

の

努

力

を

評

価

し

た

こ

と

、

金

額

に

つ

い

て

は

不

満

で

あ

る

が

ベ

ー

ス

ア

ッ

プ

の

実

施

は

評

価

」

し

、

ま

た

組

合

員

、

社

員

の

生

活

を

考

慮

し

て

妥

結

し

ま

し

た

。

合

わ

せ

て

同

日

、

ベ

ア

配

分

に

つ

い

て

次

の

主

な

点

で

申

し

入

れ

ま

し

た

。

「

①

全

等

級

に

５

０

０

円

を

一

律

に

加

算

す

る

こ

と

②

年

齢

毎

の

採

用

給

に

５

０

０

円

を

一

律

に

加

算

す

る

こ

と

③

専

任

社

員

・

契

約

社

員

も

社

員

に

準

じ

て

ベ

ア

を

実

施

す

る

こ

と

」

安安安安

倍倍倍倍

内内内内

閣閣閣閣

はははは

５５５５

月月月月

11114444

日日日日

、、、、

臨臨臨臨

時時時時

閣閣閣閣

議議議議

をををを

開開開開

いいいい

てててて

「「「「

戦戦戦戦

争争争争

法法法法

案案案案

」」」」

をををを

閣閣閣閣

議議議議

決決決決

定定定定

すすすす

るるるる

とととと

とととと

もももも

にににに

、、、、

11115555

日日日日

にににに

国国国国

会会会会

にににに

提提提提

出出出出

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

ここここ

れれれれ

はははは

、、、、

いいいい

まままま

のののの

憲憲憲憲

法法法法

のののの

下下下下

でででで

戦戦戦戦

後後後後

77770000

年年年年

間間間間

にににに

わわわわ

たたたた

っっっっ

てててて

武武武武

力力力力

をををを

行行行行

使使使使

せせせせ

ずずずず

国国国国

際際際際

紛紛紛紛

争争争争

解解解解

決決決決

のののの

たたたた

めめめめ

のののの

貢貢貢貢

献献献献

をををを

行行行行

っっっっ

てててて

きききき

たたたた

ここここ

とととと

をををを

大大大大

転転転転

換換換換

すすすす

るるるる

もももも

のののの

でででで

ああああ

りりりり

、、、、

ささささ

らららら

にににに

憲憲憲憲

法法法法

改改改改

正正正正

せせせせ

ずずずず

にににに

戦戦戦戦

争争争争

法法法法

をををを

制制制制

定定定定

すすすす

るるるる

ここここ

とととと

はははは

国国国国

民民民民

主主主主

権権権権

のののの

侵侵侵侵

害害害害

でででで

ああああ

りりりり

、、、、

民民民民

主主主主

主主主主

義義義義

のののの

破破破破

壊壊壊壊

でででで

すすすす

。。。。

ここここ

のののの

暴暴暴暴

挙挙挙挙

にににに

対対対対

しししし

てててて

国国国国

労労労労

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

はははは

「「「「

抗抗抗抗

議議議議

声声声声

明明明明

」」」」

をををを

発発発発

表表表表

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

全全全全

文文文文

をををを

掲掲掲掲

載載載載

しししし

まままま

すすすす

。。。。

同同同同

時時時時

にににに

ここここ

のののの

法法法法

案案案案

をををを

今今今今

国国国国

会会会会

でででで

多多多多

くくくく

のののの

国国国国

民民民民

とととと

とととと

もももも

にににに

阻阻阻阻

止止止止

すすすす

るるるる

たたたた

めめめめ

にににに

全全全全

力力力力

をををを

ああああ

げげげげ

るるるる

ここここ

とととと

がががが

求求求求

めめめめ

らららら

れれれれ

てててて

いいいい

まままま

すすすす

。。。。



「「「「

戦戦戦戦

争争争争

立立立立

法法法法

反反反反

対対対対

」」」」

「「「「

『『『『

８８８８

時時時時

間間間間

労労労労

働働働働

制制制制

』』』』

破破破破

壊壊壊壊

のののの

労労労労

働働働働

法法法法

制制制制

反反反反

対対対対

「「「「

原原原原

発発発発

再再再再

稼稼稼稼

働働働働

反反反反

対対対対

」」」」

等等等等

、、、、

多多多多

彩彩彩彩

なななな

要要要要

求求求求

をををを

結結結結

集集集集

しししし

てててて

第第第第

88886666

回回回回

メメメメ

ーーーー

デデデデ

ーーーー

がががが

全全全全

国国国国

各各各各

地地地地

でででで

取取取取

りりりり

組組組組

まままま

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

静静静静

岡岡岡岡

地地地地

本本本本

とととと

名名名名

古古古古

屋屋屋屋

地地地地

本本本本

のののの

報報報報

告告告告

をををを

掲掲掲掲

載載載載

しししし

まままま

すすすす

。。。。

まままま

たたたた

、、、、

日日日日

比比比比

谷谷谷谷

メメメメ

ーーーー

デデデデ

ーーーー

にににに

はははは

新新新新

幹幹幹幹

線線線線

地地地地

本本本本

かかかか

らららら

44445555

人人人人

がががが

参参参参

加加加加

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

【

静

岡

地

本

】

静

岡

駿

府

公

園

で

は

、

静

岡

県

中

央

メ

ー

デ

ー

が

開

催

さ

れ

全

体

で

４

０

０

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

集

会

で

、

林

県

評

議

長

は

「

メ

ー

デ

ー

の

起

源

で

あ

る

『

8

時

間

労

働

制

』

を

破

壊

す

る

労

働

法

制

改

悪

は

絶

対

に

許

さ

れ

な

い

。

『

戦

争

立

法

』

反

対

。

浜

岡

原

発

廃

炉

と

と

も

に

労

働

者

と

国

民

の

団

結

の

力

で

安

倍

政

権

の

暴

走

に

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

、

平

和

で

安

心

で

き

る

日

本

を

作

ろ

う

」

と

訴

え

ま

し

た

。

集

会

後

、

「

平

和

憲

法

を

守

れ

」

「

浜

岡

原

発

再

稼

働

反

対

」

な

ど

を

ア

ピ

ー

ル

し

な

が

ら

市

内

繁

華

街

を

パ

レ

ー

ド

し

ま

し

た

。

ま

た

、

静

岡

県

中

部

地

区

メ

ー

デ

ー

が

同

じ

く

青

葉

公

園

イ

ベ

ン

ト

広

場

で

開

催

さ

れ

全

体

で

１

７

０

人

が

参

加

。

集

会

と

パ

レ

ー

ド

を

行

い

ま

し

た

。

終

了

後

は

、

駿

府

公

園

で

昼

食

・

交

流

会

を

行

い

、

東

静

岡

機

関

区

分

会

の

西

川

君

の

子

ど

も

（

ベ

ビ

ー

カ

ー

参

加

）

や

新

幹

線

地

本

の

仲

間

を

含

め

約

30

人

が

交

流

を

深

め

ま

し

た

。

【

名

古

屋

地

本

】

国

労

は

各

県

の

春

闘

共

闘

に

参

加

し

、

メ

ー

デ

ー

で

は

実

行

委

員

会

に

参

加

す

る

な

ど

、

地

域

で

の

協

力

・

共

同

の

発

展

に

つ

く

し

て

い

ま

す

。

愛

知

県

中

央

メ

ー

デ

ー

で

は

、

愛

知

県

弁

護

士

会

憲

法

問

題

委

員

会

の

花

井

委

員

長

（

前

愛

知

県

弁

護

士

会

会

長

）

が

、

安

倍

政

権

の

立

憲

主

義

を

破

壊

す

る

戦

争

立

法

に

反

対

す

る

弁

護

士

会

の

決

意

と

連

帯

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。

闘

い

と

連

帯

が

ひ

ろ

が

り

を

実

感

し

、

安

倍

政

権

の

暴

走

に

反

対

す

る

運

動

を

い

っ

そ

う

強

め

よ

う

と

決

意

を

固

め

る

メ

ー

デ

ー

と

な

り

ま

し

た

。
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交

運

共

済

は

、

こ

の

7

月

よ

り

効

力

発

生

の

火

災

共

済

や

地

震

風

水

害

共

済

等

の

新

規

募

集

や

更

新

な

ど

と

と

も

に

火

災

共

済

の

新

３

保

障

制

度

の

募

集

を

行

っ

て

い

ま

す

。

新

３

保

障

制

度

と

は

、

火

災

共

済

に

ご

加

入

の

組

合

員

で

、

建

物

・

家

財

の

合

計

口

数

が

50

口

以

上

で

加

入

で

き

る

も

の

で

①

類

焼

損

害

補

償

②

個

人

賠

償

保

障

③

借

家

人

賠

償

保

＋

修

理

費

用

、

に

な

っ

て

い

ま

す

。

類

焼

損

害

補

償

は

、

自

宅

火

事

で

隣

の

家

に

迷

惑

を

か

け

て

し

ま

っ

た

場

合

に

支

払

わ

れ

る

も

の

で

す

。

個

人

賠

償

保

障

は

、

マ

ン

シ

ョ

ン

階

下

へ

の

水

濡

れ

な

ど

「

ご

め

ん

な

さ

い

」

で

す

ま

な

い

場

合

に

支

払

わ

れ

ま

す

。

借

家

人

賠

償

保

＋

修

理

費

用

は

、

借

家

で

火

事

な

ど

を

起

こ

し

、

大

家

さ

ん

へ

の

賠

償

が

必

要

と

な

っ

た

場

合

に

支

払

わ

れ

ま

す

。

い

ず

れ

も

組

合

員

か

ら

の

要

望

で

実

現

し

た

も

の

で

、

火

災

共

済

に

加

入

し

て

い

る

組

合

員

や

こ

れ

か

ら

加

入

す

る

組

合

員

も

ぜ

ひ

、

検

討

し

て

、

７

月

の

効

力

開

始

ま

で

の

申

し

込

み

を

お

願

い

し

ま

す

。

詳

し

く

は

、

交

運

共

済

ま

で

問

い

合

わ

せ

を

お

願

い

し

ま

す

。

静

岡

支

部

は

4

月

28

日

、

静

岡

総

合

鉄

道

部

（

東

静

岡

機

関

区

）

前

で

、

『

貨

物

会

社

16

年

連

続

ベ

ア

ゼ

ロ

に

落

胆

！

貨

物

労

組

の

春

闘

総

括

に

抗

議

す

る

！

』

宣

伝

行

動

を

、

組

合

員

10

名

が

参

加

し

行

い

ま

し

た

。

静

岡

貨

物

協

議

会

作

成

の

「

ビ

ラ

」

と

、

東

海

本

部

作

成

の

「

働

く

み

ん

な

の

ル

ー

ル

ブ

ッ

ク

」

「

国

労

メ

モ

用

紙

」

を

セ

ッ

ト

に

し

て

配

布

し

ま

し

た

。

（（（（

東東東東

静静静静

岡岡岡岡

機機機機

関関関関

区区区区

分分分分

会会会会

・・・・

分分分分

会会会会
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貨

物

会

社

の

15

春

闘

は

、

16

年

連

続

ベ

ア

ゼ

ロ

と

い

う

結

果

と

な

っ

た

。

貨

物

会

社

は

、

春

闘

要

求

申

し

入

れ

の

前

に

「

賃

上

げ

に

は

応

じ

ら

れ

な

い

」

と

言

わ

ん

ば

か

り

に

手

当

廃

止

の

提

案

が

さ

れ

、

そ

の

手

当

廃

止

に

貨

物

労

組

は

「

手

当

削

減

は

10

億

円

以

上

の

項

目

を

2

億

円

に

止

め

た

ん

だ

」

と

豪

語

、

国

労

の

手

当

廃

止

署

名

に

も

「

協

力

す

る

な

」

と

指

示

を

出

し

た

。

労

働

条

件

の

不

利

益

変

更

に

は

、

「

高

度

な

必

要

性

」

と

「

代

償

措

置

」

が

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

会

社

は

説

明

も

せ

ず

、

国

労

の

指

摘

で

代

償

措

置

を

別

途

協

議

す

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

「

高

度

な

必

要

性

」

に

つ

い

て

は

、

手

当

を

廃

止

し

な

け

れ

ば

貨

物

会

社

に

重

大

な

影

響

を

与

え

る

こ

と

を

示

す

が

、

5

期

連

続

黒

字

決

算

と

な

っ

た

今

、

「

高

度

な

必

要

性

」

は

な

い

、

廃

止

理

由

と

し

て

経

営

方

針

を

繰

り

返

す

ば

か

り

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

代

償

措

置

を

明

ら

か

に

し

た

が

、

労

働

条

件

改

善

要

求

と

代

償

措

置

が

区

別

は

出

来

な

い

が

、

総

額

１

・

２

億

円

の

代

償

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

会

社

は

手

当

廃

止

で

搾

取

し

た

半

分

を

原

資

に

使

っ

た

だ

け

で

あ

り

、

貨

物

労

組

が

「

勝

ち

取

っ

た

」

と

す

る

考

え

は

お

か

し

く

あ

り

ま

せ

ん

か

？

私

た

ち

社

員

は

、

貨

物

会

社

で

は

解

決

で

き

な

い

「

動

力

費

と

線

路

使

用

料

」

の

増

額

の

為

に

働

い

て

い

る

の

で

は

な

い

。

そ

の

た

め

に

賃

金

抑

制

を

さ

れ

る

こ

と

を

断

じ

て

許

す

訳

に

は

い

き

ま

せ

ん

。


